
日本NGO連携無償資金協力（N連）の資金ニーズ 

および制度改善に関するアンケート結果 

アンケート概要 
・実施期間：2017年6月7日～19日 
 
・実施方法： 
 インターネット（選択式・記述式） 
 
・対象団体： 
 (1) 2016年度N連実施団体 
 (2) ネットワークNGO加盟団体等 
 
・質問項目 
 (1) 2017年度、2018年度の 
   N連申請ニーズについて 
 (2) N連手引き改定要望について 

回答団体の特徴 
１、N連実施団体と未実施団体の両方が回答 

 ⇒2016年度Ｎ連実施団体（54団体）の内、 

  49団体（90.7%）が参加 

 ⇒8団体は、2015年度以前に活用実績有 

 ⇒25団体は、N連未活用団体 

 

2、全国のNGOが回答 

 ⇒北は北海道から南は沖縄まで 

 

3、幅広い予算規模のNGOが回答 

 ⇒約1,500万円～約52億円 

57のN連実施
団体が回答！ 

日本のNGO 82団体が意見表明 

2017年6月29日NGO・外務省定期協議会 

2017年度「第1回連携推進委員会」配布資料 



（特活）アイキャン 

（特活）ICA文化事業協会 

（特活）ADRA Japan 

（特活）APEX 

（公社）アジア協会アジア友の会 

（特活）アジアクラフトリンク 

（特活）アジア砒素ネットワーク 

（特活）アジア・レインボー 

（特活）ＩＶＹ 

（特活）アフリカ地域開発市民の会（CanDo) 

（特活）アフリカ日本協議会 

 アフリカと神戸俊平友の会 

 アフリカ理解プロジェクト 

（特活）ウォーターエイドジャパン 

（特活）AMDA社会開発機構 

（特活）ACE 

（特活）NGO日本アフリカ国際開発（JANIDA） 

（特活）えひめグローバルネットワーク 

（特活）エル・エンジェル国際ボランティア協会 

（公財）オイスカ 

（特活）海外に子ども用車椅子を送る会 

（特活）国際インフラパートナーズ 

（特活）グッドネーバーズ・ジャパン 

（公財）ケア・インターナショナル ジャパン 

（公財）結核予防会 

アンケート回答NGO一覧（計82団体） 

（特活）金光教平和活動センター 

（特活）国境なき子どもたち 

（特活）サエア・ジャパン 

（特活）CWS Japan 

（特活）SEEDS Asia 

（特活）シェア＝国際保健協力市民の会 

（一社）シェア・ザ・プラネット 

（特活）ジェン 

 Japan Youth Platform for Sustainability 

（特活）シャプラニール＝市民による海外協力の会 

（公社）シャンティ国際ボランティア会 

（公財）ジョイセフ 

（特活）世界の医療団 

（特活）歯科医学教育国際支援機構 

（公社）セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

（特活）地球市民の会 

（特活）地球のステージ 

（特活）チャイルド・ファンド・ジャパン 

（特活）DPI日本会議 

（特活）DIFAR 

（特活）難民を助ける会（AAR Japan) 

（特活）日本イラク医療支援ネットワーク 

（特活）日本国際ボランティアセンター 

（公社）日本国際民間協力会 

（特活）日本チェルノブイリ連帯基金 

（特活）日本地雷処理・復興支援センター 

（特活）日本紛争予防センター 

（公社）日本環境教育フォーラム 

（一社）日本カトリック信徒宣教者会 

（特活）日本地雷処理を支援する会 

（特活）パルシック 

（特活）パレスチナ子どものキャンペーン 

（特活）ハンガー・フリー・ワールド 

（公財）PHD協会 

（特活）ピースウィンズ・ジャパン 

（特活）ピープルズ・ホープ・ジャパン 

（特活）BHNテレコム支援協議会 

（一社) 藤 MASON'S & TRUST 

（公財）プラン・インターナショナル・ジャパン 

（特活）ブリッジ エーシア ジャパン 

（一財）北海道国際交流センター 

（特活）マラリアノーモアジャパン 

（特活）ミレニアム・プロミス・ジャパン 

（特活）道普請人 

 NGOモザンビークのいのちをつなぐ会 

（特活）横浜NGO連絡会 

（特活）Little Bees International 

（特活）レキオウィングス 

（一社）わかちあいプロジェクト 

（特活）ワールド･ビジョン・ジャパン 

※匿名希望 7団体含む 



【結果１】資金ニーズについて（申請予定・希望額／国名） 

2017年度：5,708,589,870円 

ミャンマー 17 
ネパール 8 
アフガニスタン 6 
パレスチナ 6 
バングラデシュ 6 
ラオス 6 
カンボジア 5 
ケニア 5 
フィリピン 5 
東ティモール 5 
ウガンダ 4 
ベトナム 4 
イラク 4 
エチオピア 3 
ザンビア 3 
パキスタン 3 
インドネシア 2 
グアテマラ 2 
インド 2 
ジンバブエ 2 
スーダン 2 
南アフリカ共和国 2 

ガーナ 1 
スリランカ 1 
モンゴル 1 
ジブチ 1 
ミクロネシア 1 
パラオ 1 
ミャンマー難民キャンプ 
（タイ国境） 1 
コートジボワール 1 
タイ 1 
パプアニューギニア 1 
イラク（クルド人自治区） 1 
ホンジュラス 1 
マラウイ 1 
ハイチ 1 
タジキスタン 1 

    
    
    
    
    
    

   活動予定国   案件数 

2018年度：6,462,440,000円 

ミャンマー 17 
ネパール 11 
カンボジア 7 
ラオス 6 
パレスチナ 6 
ケニア 6 
アフガニスタン 6 
イラク 5 
バングラデシュ 5 
ウガンダ 5 
東ティモール 5 
ベトナム 4 
フィリピン 3 
パキスタン 3 
インド 3 
タンザニア 2 
ザンビア 2 
南アフリカ 2 
スーダン 2 
インドネシア 2 
グアテマラ 2 
ガーナ 1 

ミャンマー難民キャンプ 
（タイ国境） 1 
ミクロネシア 1 
レソト 1 
モンゴル 1 
ジンバブエ 1 
タジキスタン 1 
ジブチ 1 
タイ 1 
トルコ 1 
モザンビーク 1 
スリランカ 1 
ヨルダン 1 
ボリビア多民族国 1 
リベリア 1 
ホンジュラス 1 
マラウイ 1 
パラオ 1 
エチオピア 1 
ハイチ 1 

1団体あたりの事業費は、 
約300万円～約7億円 

124案件（41ヵ国）の 
活動を希望（64団体） 

117案件（37ヵ国）
の活動を希望！ 
（58団体） 

※参考：N連G/C締結額 2016年度 4,349,585,433円、102案件（29ヵ国）、54団体 

   活動予定国     案件数    活動予定国   案件数    活動予定国     案件数 



【結果２】手引き改定要望について 

約40件の手引き改定要望 （一部重複有） 

 

【参考】一般管理費と重点項目との関係 
 
（仮定）総事業費4,200万円（直接事業費3,700万円） 
 
    ※N連平均総事業費約4,200万円より 
     本部スタッフ（海外、本部）合計3名 
     月額報酬 30万円／人、7年勤務 
 
（計算）  
・収入：一般管理費計上限度額185万円 
    ※直接事業費3,700万円✕5% 
・支出： 
 一時帰国費用＋安全管理研修 40万円 
 団体負担社会保険  160万円（法定約53.3万✕3人） 
 有給休暇中給与    90万円（法定30万円✕3人） 
      合計   290万円 
      収支   -105万円 
（法定社会保険・有給だけでも、250万円、-65万円） 

今後、連携推進委員で整理し、民連室

と個別にタスクフォースで協議を希望 

「2017年度は申請予定なし」23団体 

その理由は、 

・活動とスキームの不一致 
・人員不足 
・資金規模の不一致 
・スキームに不明な点が多い 
・その他（必要な報告が多すぎる、団体
の方針との不一致、能力不足、等） 

現在の一般管理費は、これら最低限
の法定支出と一時帰国費等だけでも
不足しており、団体存続に必要な事
務局費用等の間接費や基盤強化には
活用できない。 

１、ソフト中心事業の実施 

２、団体負担法定福利費の直接費計上 

３、一時帰国費用の計上 

４、有給休暇期間給与の計上 

５、安全対策費（研修等費用）の計上 

改定要望重点5項目の優先順位 


